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動
き
出
し
た
中
心
市
街
地
の
整
備

今
後
の
展
望
を
町
長
に
聞
く

日
出
町
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
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暘
谷
駅
周
辺
の
利
活
用
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
経
緯
は
？

　
こ
れ
ま
で
、
日
出
町
に
は
町
の
核
と

な
る
よ
う
な
中
心
的
な
役
割
を
担
う

場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
暘
谷
駅
周

辺
の
町
有
地
は
こ
れ
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
す
ば
ら
し
い
立
地
条
件
を
兼

ね
備
え
て
い
ま
す
。
日
出
暘
谷
高
校
が

移
転
し
て
か
ら
13
年
間
、
こ
の
土
地

の
利
活
用
が
懸
案
事
項
で
あ
り
早
期

の
解
決
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
平
成
18
年
に
暘
谷
駅
周
辺
を
商

業
地
域
に
指
定
し
、
将
来
的
に
駅
前
広

場
の
整
備
を
考
慮
し
な
が
ら
、
企
業
誘

致
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
は
、

暘
谷
駅
北
口
線
が
開
通
し
、
平
成
20

年
度
に
は
、
こ
の
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

町
有
地
を
、
大
型
商
業
施
設
の
用
地
と

し
て
民
間
事
業
者
に
事
業
提
案
の
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
の

低
迷
が
続
く
中
、
民
間
か
ら
の
事
業
提

案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　 

そ
の
結
果
、
土
地
の
活
用
計
画
を
変

更
し
た
訳
で
す
ね
。

　
駅
周
辺
の
土
地
の
有
効
な
利
活
用
は

町
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
不
況
だ
か
ら
と

い
っ
て
手
を
こ
ま
ね
い
て
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
社
会
経
済
情
勢
に
即
応
す
る
た

め
全
体
を
一
括
し
て
公
募
す
る
方
式
か

ら
、
敷
地
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
４
区

オリックスとの契約内容

●賃貸土地面積　約6,650㎡
●賃貸期間　　　20年間
●賃貸料　　　　年間約900万円

ケーズデンキ営業開始までのスケジュール

●工事着工予定　　　平成23年 4月
●店舗オープン予定　平成23年 9月

長年の懸案事項・高校跡地問題

　
日
出
暘
谷
高
校
跡
地
に
家
電
量
販
店
の
「
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
」
の
進
出
が
決

ま
り
、
長
年
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
町
中
心
部
の
整
備
が
よ
う
や
く
動
き
出

し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
企
業
進
出
に
よ
る
町
の
活
性
化
へ
の
期
待
、
そ
し

て
今
後
の
暘
谷
駅
周
辺
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
工
藤
町
長
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。

今
後
の
展
望
を
町
長
に
聞
く

「
動
き
出
し
た
中
心
市
街
地
の
整
備
」

敷地B
商業施設誘致予定地

敷地 A
ケーズデンキ出店地

敷地D　
ビジネスホテルと

協議中

敷地C
駅前広場予定地

企業進出が決まった日出暘谷高校跡地

オリックスとの調印式
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画
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
ご
と
に

事
業
展
開
を
行
う
よ
う
に
計
画
し
ま

し
た
。

　 
日
出
暘
谷
高
校
跡
地
に
企
業
の
立
地

が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
？

　
い
く
つ
か
の
事
業
者
か
ら
事
業
提
案

を
受
け
ま
し
た
が
、
１
年
半
ほ
ど
前

か
ら
オ
リ
ッ
ク
ス
と
協
議
を
進
め
る

中
で
20
年
間
の
土
地
の
賃
貸
借
契
約

を
結
び
、
こ
の
土
地
に
オ
リ
ッ
ク
ス
が

社
屋
を
建
築
し
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
が
家

電
販
売
を
行
う
こ
と
で
、
最
終
合
意
し

ま
し
た
。来
年
早
々
に
工
事
に
着
工
し
、

順
調
に
進
め
ば
来
年
９
月
に
は
営
業
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 

ど
の
程
度
の
規
模
、
売
り
上
げ
を
見

込
ん
で
い
ま
す
か
？

　
計
画
で
は
、
６
，
６
５
０
㎡
の
土
地

に
、
３
，
２
９
５
㎡
の
店
舗
、
１
０
６

台
の
車
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
を
整

備
し
、
年
間
売
り
上
げ
13
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　 

企
業
進
出
に
よ
り
町
に
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
か
？

　
計
画
ど
お
り
に
進
め
ば
約
30
人
の

雇
用
と
、
賃
貸
料
、
固
定
資
産
税
、
消

費
税
等
を
含
め
た
年
間
の
町
収
入
は

約
１
，
８
０
０
万
円
程
度
と
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
市
か
ら

の
購
買
客
も
相
当
数
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
企
業
の

進
出
や
地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　 

日
出
町
に
進
出
す
る
企
業
側
の
考
え

は
？

　
企
業
に
と
っ
て
「
日
出
町
は
と
て
も

魅
力
あ
る
町
」
だ
と
言
い
ま
す
。
若
い

世
代
が
多
く
、
人
口
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
２
つ
の
高
速
道
路
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
空
港
道
路
、
さ

ら
に
は
国
道
10
号
と
２
１
３
号
の
分
岐

点
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
県
北
地
域
へ

の
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、
別
府
市

北
部
、
杵
築
市
、
国
東
市
に
及
ぶ
広
域

圏
か
ら
の
集
客
を
見
込
み
な
が
ら
、
県

北
地
域
へ
の
販
路
拡
大
の
拠
点
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。
東
九
州
自
動
車
道

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
日
出
町
の
役
割
は

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　 

今
後
ほ
か
に
も
立
地
予
定
企
業
は
あ

り
ま
す
か
？

　
敷
地
Ｄ
（
約
３
，
３
４
０
㎡
）
に
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
立
地
の
話
し
が
進
ん

で
い
ま
す
。
現
在
、
建
物
の
実
施
設
計

中
と
聞
い
て
お
り
、
間
も
な
く
正
式
な

協
定
の
締
結
に
至
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　 

ど
の
位
の
規
模
の
も
の
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　
詳
細
に
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

８
〜
９
階
建
て
で
１
５
０
室
〜
１
９

０
室
程
度
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　 

建
設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

　
ホ
テ
ル
側
と
し
て
は
、
準
備
が
で
き

次
第
着
工
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
り
、

年
内
に
建
設
に
入
り
、
来
年
の
秋
に
は

営
業
を
始
め
た
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

立地条件から「日出町は魅力的」

「ビジネスホテルも進出予定」

「財源確保と雇用創出に期待」
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ど
の
よ
う
な
客
層
を
考
え
て
の
進
出

で
し
ょ
う
か
？

　
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
も
と
よ
り
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
団
体
客
の
利
用
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
日
出
町
に
は
、
小
規
模
な

が
ら
多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

企
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

日
ご
ろ
取
引
、
商
談
な
ど
で
多
く
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
冠
婚
葬
祭
で
来
町
さ
れ
る
方
も
多

く
い
る
よ
う
で
す
。

　
ホ
テ
ル
立
地
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
大
型
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
立
地
で

交
流
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
町
の

賑
わ
い
の
一
端
を
担
っ
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　 

計
画
で
は
、
暘
谷
駅
の
駅
舎
の
移
設

構
想
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
？

　
現
在
、
暘
谷
駅
は
町
道
佐
尾
城
下
線

と
そ
の
踏
み
切
り
に
面
し
て
お
り
、
道

路
か
ら
直
接
ホ
ー
ム
へ
入
る
現
状
は

危
険
で
あ
り
、
ま
た
駅
の
ホ
ー
ム
も
幅

が
狭
く
段
差
も
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
改
善
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
駅
舎
を
東
側

へ
移
設
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
駅

の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
線
路
を
挟

ん
で
南
北
に
自
由
に
行
き
来
で
き
る

駅
舎
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
の
構
想
は
？

　
敷
地
Ｃ
に
は
駅
前
広
場
を
整
備
し

ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
車
で
の
移

動
よ
り
電
車
な
ど
の
公
共
機
関
を
利

用
す
る
方
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
駅
舎
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
や
す
い
よ
う

な
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
、
駐
車
場
の
設

置
が
必
要
で
す
。

　 

敷
地
Ｂ
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　
敷
地
Ｂ
に
つ
い
て
も
、
敷
地
Ａ
と
同

様
に
商
業
施
設
の
誘
致
を
考
え
て
お

り
、
中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
民
間

か
ら
の
事
業
提
案
を
募
集
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　 

敷
地
Ｂ
・
Ｃ
の
整
備
時
期
に
つ
い
て

は
？

　
現
在
、
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
、

職
員
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
敷
地
Ｂ
・
Ｃ
は

日
豊
本
線
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
開

発
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
が
必
要
で

す
。「
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

町道暘谷駅北口線の開通町道南浜線の景観整備二の丸館への進入道拡幅

「動き出した中心市街地の整備」

真価が問われるのはこれから！

「種から実がなるまちづくりを着実に推進」
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ク
ト
チ
ー
ム
」
で
の
構
想
が
固
ま
り
次

第
、
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
書
を
提
出
し
、
協
議

を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
具
体
的
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
チ
ー
ム
は
「
駅
整
備
計
画
班
」
と
「
ま

ち
づ
く
り
整
備
計
画
班
」
の
２
班
か
ら

な
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
町
の
職
員
で

構
成
し
ま
す
。「
駅
整
備
計
画
班
」
は

前
述
し
た
よ
う
に
、
駅
舎
の
移
設
や
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
駅
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　 「
ま
ち
づ
く
り
整
備
計
画
班
」
で
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
の
で

す
か
？

　
現
在
、
暘
谷
城
趾
周
辺
に
歴
史
的
風

情
の
あ
る
町
並
み
を
形
成
し
よ
う
と

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

暘
谷
駅
前
の
中
心
市
街
地
整
備
が
い

よ
い
よ
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

古
い
町
並
み
と
新
し
く
で
き
る
近
代

的
な
町
並
み
を
ど
う
つ
な
げ
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り

整
備
計
画
班
」
で
は
、
暘
谷
城
趾
周
辺

の
観
光
資
源
の
活
用
方
法
や
保
存
修

理
計
画
、
人
の
流
れ
や
交
通
量
を
考
え

た
道
路
整
備
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま

す
。

　 

町
の
中
心
部
以
外
の
整
備
に
つ
い
て

ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
も
の
は
、
町
の

中
心
部
だ
け
を
見
て
い
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
計
画
班
で
は
、
町

全
体
を
見
渡
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
公

園
の
整
備
や
公
共
施
設
の
利
便
性
の

向
上
の
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
整
備
に
は
か
な
り
の
予
算
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
中
長
期
的
な
計

画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

　 

平
成
18
年
に
城
趾
周
辺
整
備
、
駅

前
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
財
政
状

況
の
非
常
に
厳
し
い
中
で
の
事
業
展

開
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
？

　
平
成
17
年
に
日
出
町
行
財
政
改
革

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
試

算
で
は
、
平
成
18
年
度
に
は
町
の
貯

金
が
底
を
つ
き
、
平
成
20
年
度
に
は

財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
危
機
的

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
日
出
町
は
ま

だ
ま
だ
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
た
町

だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
し
た
。
駅
前
道

路
の
開
通
、
そ
れ
に
伴
う
上
下
水
道
整

備
、
二
の
丸
館
の
建
設
、
裏
門
櫓
の
復

元
、
そ
の
周
辺
の
道
路
整
備
と
電
柱
の

地
下
埋
設
化
工
事
、
外
灯
の
設
置
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
中
で
も
、
行
革
で
一
定

の
成
果
を
挙
げ
、
町
の
借
金
を
確
実
に

減
ら
し
な
が
ら
、
貯
金
の
積
み
増
し
も

続
け
て
き
ま
し
た
。
　

　 

整
備
後
の
暘
谷
駅
周
辺
は
日
出
町
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
町
は
、
都
市
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
高

校
跡
地
周
辺
の
中
心
市
街
地
整
備
と

暘
谷
城
趾
周
辺
整
備
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
日
出
町
の
玄
関
と
な
る
中

心
核
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
出
町
の

顔
」「
交
通
結
節
点
」「
集
い
、
交
流
す

る
賑
わ
い
の
空
間
」
と
し
ま
す
。

　 

い
よ
い
よ
町
の
中
心
市
街
地
整
備
が

具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
出
町
は
合
併
せ
ず
に
単
独
で
町

政
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
、
今
種
を
ま
い
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。
確
か
に
人
口
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
発

展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
町
外
か
ら
人

を
呼
び
寄
せ
る
魅
力
と
企
業
誘
致
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
、
真
価
が
問
わ
れ
る

の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
気
を
引
き
締
め
な

が
ら
町
政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

観光の拠点　二の丸館の建設裏門櫓の復元隅櫓の復元移築イメージ図
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日出町の人事行政の運営等の状況を公表します
1 職員の任免や職員数に関する状況

（１）職員の採用と退職の状況
　（平成21年4月1日～平成22年4月1日）

（２）再任用の状況
　　　※平成21年度に再任用職員の採用なし

（３）部門別職員数の状況　（各年度4月1日現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：人）

4 職員の給与の状況
（１）総括
① 人件費の状況（普通会計決算）

② 職員給与費の状況（普通会計予算）

2 職員の勤務条件等の状況
（１）年次有給休暇の取得状況
　（対象期間：平成21年1月1日～平成21年12月31日）

3 職員の分限及び懲戒処分の状況（21年度）

懲戒処分はありませんでした。

※ 懲戒処分とは制裁的処分であり、職員の義務違反に対するもの
や全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場合の処分で、
その種類として、免職、停職、減給及び戒告があります。

総付与日数 総使用
日数

対象
職員数

平均
使用日数 取得率

5,602 日 1,158 日 141 人 8.2 日 21.0%

※上記は、町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

H21.4.1現在職員数 退職者 採用者 H22.4.1現在職員数

211人 7人 7人 211人

区分
部門

職　員　数
平成21年 平成22年 差引

一

般

行

政

議 会 3 3 0
総 務 47 47 0
税 務 16 16 0
民 生 27 26 △ 1
衛 生 7 7 0
農林水産 16 15 △ 1
商 工 4 6 2
土 木 17 18 1
小 計 137 138 1

教　　　　　 育 39 38 △ 1
普 通 会 計 計 176 176 0

公
営
企
業
等

水 道 10 10 0
下 水 5 5 0
国 保 8 8 0
介 護 10 10 0
そ の 他 2 2 0
小 計 35 35 0

合 　 　 　 計
211 211 0
[247] [247]

※職員数は一般職に属する職員で、[　]は条例定数の合計です。
※教育長は、含みません。 

分　　限　　処　　分
免職 降任 降給 休職 計
0人 0人 0人 3人 3人

※ 分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員になされる処分で
あり、心身の故障によるものや職務に必要な適格性を欠く場合
の処分になります。

区分 住民基本台帳人口
（21年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人　件　費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
20年度の人件費率

21年度 人
28,563

千円
8,884,726

千円
125,389

千円
1,756,501

％
19.8

％
23.1

※人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区分
職員数

Ａ
給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ　給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　計　　Ｂ

22年度 人
192

千円
810,746

千円
86,205

千円
319,931

千円
1,216,882

千円
6,338

　（注） １　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額です。
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③ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成22年４月１日現在）

④ 一般行政職の級別職員数の状況（平成22年４月１日現在）

（２）職員の平均給料月額、初任給等の状況
① 職員の平均年齢、平均給料月額の状況 ② 職員の初任給の状況
　　　　　（平成22年４月１日現在） 　　　　　（平成22年４月１日現在）

（注）平成 17年 4月 1日から給料月額について 5％の減額措置を実施しています。

区　　　　　　分 経験年数１０～１５年 経験年数１５～２０年 経験年数２０～２５年

一般行政職
大　学　卒 289,027 円 344,442 円 372,020 円

高　校　卒 268,660 円 279,419 円 359,456 円

（注）平成 17年 4月 1日から給料月額について 5％の減額措置を実施しています。

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容 主事、技師 主任 主査 係長等 課長補佐等 課長等 課長等

職員数 14 人 7 人 29 人 8 人 42 人 43 人 4 人 147 人

構成比 9.5 ％ 4.8 ％ 19.7 ％ 5.4 ％ 28.6 ％ 29.3 ％ 2.7 ％ 100.0 ％
（注）１　日出町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（３）　特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在） 

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給
料

町 長
副 町 長

740,080 (841,000) 円
615,480 (669,000) 円

※ 平成 23年 3月 31日までの間（　　）内の
金額から町長 12％、副町長 8％を減額支給。

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

388,000 円
331,000 円
322,000 円

期
末
手
当

町 長
副 町 長

3.1 月分3.1　　 （21年度支給割合）

議 長
副 議 長
議 員

3.1　　
3.1 月分
3.1　　

（21年度支給割合）

（４）職員の手当の状況
 ① 期末手当・勤勉手当　　　　　　　 ② 退職手当（平成22年４月１日現在）

（21年度支給割合）

期末手当　　2.75 月分

勤勉手当　　1.40 月分

（支給率）　　　　　 自己都合　　　　　　　勧奨・定年
勤続２０年　　　　23.50 月分　　　　　　30.55 月分
勤続２５年　　　　33.50 月分　　　　　　41.34 月分
勤続３５年　　　　47.50 月分　　　　　　59.28 月分
最高限度額　　　　59.28 月分　　　　　　59.28 月分
その他の加算措置　　定年前早期退職特例措置　　2％～ 20％加算

５職員の研修の状況

種　　別 研　　修　　名 内　　　　　容 参加人数

職場外研修

基 本 研 修 新採用研修、新任係長研修、新任課長研修等 68人

行 政 実 務 研 修 契約事務研修、法制実務研修、税務関係研修等 13人

職務能力向上研修 条例等立案改廃研修、話し能力開発研修、問題発見・解決能力
向上講座、事務段取・マニュアル作成研修等 16人

指導者養成研修 公務員倫理講師指導者養成研修 1人

職 場 研 修 人 権 研 修 人権問題に詳しい指導員による講話 187人

通 信 教 育 自治体管理者講座 管理者基礎、創造型管理者実務コース 5人

合　　　　　　　　　　　　　計 290人

一般行政職
平均年齢 平均給料月額

歳　
42.6

円　
336,281

区　　　分 初任給

一般行政職
大 学 卒 169,860 円
高 校 卒 137,275 円
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歴
史
的
・
文
化
的
に
も
価
値
の
あ
る
建

物
、
庭
園
を
公
有
財
産
と
し
て
保
存
、
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
的
山
荘
の

指
定
管
理
者
の
公
募
を
開
始
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
に
は
、
近
代
文
化
を
守
り

伝
え
る
事
業
内
容
や
食
文
化
の
情
報
発

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

的
山
荘
の
利
活
用
を
民
間
の
力
で

よ
り
自
由
な
発
想
と
運
営
を

信
に
関
す
る
事
業
の
ほ
か
、
周
辺
部
の
賑

わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
、
的
山
荘
の
利
用

の
許
可
、
建
物
・
日
本
庭
園
の
維
持
管
理

な
ど
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
指
定
管
理
者
に
よ
り
的
山
荘
の
管
理

に
か
か
る
経
費
の
縮
減
、
ま
た
利
用
者
の

満
足
度
を
上
げ
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
10
月
以
降
、
日
出
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
指
定
管
理
者
の
公
募
を
開
始

し
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　 

地
方
公
共
団
体
が
公
の
施
設
の
管
理

運
営
を
、
民
間
や
そ
の
他
の
団
体
に
代

行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

■
問
合
先
　
商
工
観
光
課

　
☎
73
‐
３
１
５
８

　h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

　
大
分
県
・
建
築
士
会
と
協
力
し
て
、

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
簡
易
耐
震
診
断
は
、
正
式
な
耐
震
診

断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
診
断
の
結
果
が
悪
い
場
合
は
、

正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

■ 

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
住
宅
。（
併

用
住
宅
で
、
住
宅
部
分
の
面
積
が
２

分
の
１
以
上
の
も
の
を
含
む
）

■
時
期
　
11
月
８
日（
月
）
〜
12
日
（
金
）

＊
詳
細
な
日
時
に
つ
い
て
は
、
要
相
談
。

■
募
集
戸
数
　
３
戸

■
申
込
締
切
　
10
月
15
日
（
金
）

■ 
内
容
　
町
職
員
等
が
自
宅
に
出
向

き
、
１
時
間
程
度
で
診
断
を
行
い
ま

す
。
自
宅
の
図
面
が
あ
れ
ば
、
用
意
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
都
市
建
設
課
建
築
係

　
☎
73
‐
３
１
７
２

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

地
震
に
対
す
る

強
さ
を
調
査
し
ま
す

○農業に従事されている方なら誰でも加入できます。
○少子・高齢化時代に強い積立方式の年金です。
○毎月保険料額は自由に決められます。（２万円～ 6万 7千円）
○終身年金で 80歳までの保証付きです。
○支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となります。
○農業の担い手には手厚い施策支援（保険料の国庫補助）があります。

■申込・問合先　農業委員会☎73‐ 3125

農業者の皆さん！老後の備えは万全ですか？
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日出町浄化センター
水処理施設３系列目
増設箇所

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施
設
を
増
設

年
々
増
加
す
る
汚
水
の
流
入
に
対
応

「
処
理
能
力
を
増
強
」

公
共
下
水
道
の
整
備

　
下
水
道
は
、
生
活
・
産
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
る
汚
水
を
速
や
か
に
排
除
し

浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
居
住
環
境
の

向
上
の
み
な
ら
ず
、
河
川
・
海
域
等
の

公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
た
め
住
民
の
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
自

治
体
に
と
っ
て
下
水
道
整
備
は
緊
急
性

の
高
い
課
題
で
す
。

町
内
の
公
共
下
水
道
普
及
率

は
63
％

　
日
出
町
は
、
昭
和
51
年
度
に
公
共
下

水
道
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
61
年
４
月

に
稼
動
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
末
に
お
け
る
整
備
状
況

は
認
可
区
域
（
７
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
約
63
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
整
備

解
消
に
む
け
て
、
地
域
の
汚
水
処
理
の

状
況
や
、
道
路
工
事
の
計
画
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
順
次
汚
水
管
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

４
年
計
画
で
処
理
施
設
増
設

（
事
業
費
は
４
年
間
で
５
億
４
千
万
円
）

　
ま
た
、
下
水
道
の
普
及
に
伴
い
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
へ
の
汚
水
流
入
量
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
既
存
施
設
の

処
理
能
力
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
平
成
21
年
度
か
ら
４
年
計
画
で
水

処
理
施
設
３
系
列
目
の
増
設
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
系
列
目
の
水
処
理
施
設
が
完

成
し
稼
動
を
始
め
れ
ば
汚
水
処
理
能
力

が
増
加
し
、
汚
水
の
受
入
れ
に
余
裕
が

で
き
ま
す
。
そ
の
余
裕
を
利
用
し
て
、

老
朽
化
し
て
い
る
１
と
２
系
列
の
水
処

理
施
設
の
修
繕
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
現
有
施
設
が
徐
々
に
耐
用
年

数
に
近
づ
き
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
最
適
な
補
修
・
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
長
寿
命
化
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て

い
ま
す
。

●
問
合
先

　
上
下
水
道
課
☎
73
‐
３
１
３
４

●平成 21年度　水処理施設３系列目　土木工事
●平成 22年度　水処理施設３系列目　土木工事
　　　　　　　  長寿命化計画　調査
●平成 23年度　水処理施設３系列目　機械・電気工事
　　　　　　　  長寿命化計画　基本計画
●平成 24年度　水処理施設３系列目　機械・電気工事

日出町浄化センター整備計画

増設工事の様子
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小中学生の入院費が無料化
乳幼児医療助成制度は、子ども医療費助成制度に
名称が変更になりました

変更点①
　10月 1日から、小中学生の入院に対する医療費（保険診療分）が無料化

平成22年 9月 30日まで

未就学児 小中学生

入院 無　料 3割負担

通院 無　料 3割負担

調剤 無　料 3割負担

平成22年 10月 1日から

未就学児 小中学生

入院 無　料 無　料

通院 無　料 3割負担

調剤 無　料 3割負担

変更点②
　医療費助成上限額の撤廃

　これまで医療費の助成上限額は80,100円でしたが、この規定を廃止し、高額療
養費の自己限度額まで助成を行います。

新制度では、未就学児用の受給資格者証と小中学生用の受給資格者証の２
種類となります。

●未就学児の保護者の方へ
　○  現在お持ちになっている「乳幼児医療費受給資格者証」は、引き続き使用する

ことができます。有効期限までそのままご使用ください。

●小中学生の保護者の方へ
　○ 入院費の助成を受けるためには、「子ども医療費受給資格者証」が必要です。
　○ 「子ども医療費受給資格者証」が必要になるのは入院するときだけですので、

万が一入院することになったら申請してください。ただし、入院の予定がなく
ても申請することは可能です。

　　　　【申請方法】
　　　　　　　　　持ってくるもの　子どもの健康保険証／印鑑
　　　　　　　　　申請期間　　　　10月 1日から随時
　　　　　　　　　申請場所　　　　福祉対策課子育て支援係

問合先　福祉対策課子育て支援係☎73－ 3121

受給資格者証
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知
っ
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人
に
は
「
戸
籍
」
が
あ
る
よ
う
に
、

土
地
に
は
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
境

界
、
面
積
に
関
す
る
「
地
籍
」
が
あ
り

ま
す
。
現
在
土
地
に
関
す
る
記
録
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
登
記
所
の
地
図
の

多
く
は
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
公
図

を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
正
確
な
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
最
新
の
測
量
方
法
を
使
い
、
地
図
や

簿
冊
を
作
る
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
境
界
確

認
の
立
会
い
や
調
査
成
果
の
閲
覧
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
る
必
要
経
費
な
ど

の
住
民
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
れ
ま
で
の
実
施
地
区

　
日
出
町
で
は
、
昭
和
61
年
度
か
ら
地

籍
調
査
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
す
で

に
大
字
南
畑
の
一
部
、
大
字
真
那
井
、

大
字
大
神
が
終
了
し
、
現
在
は
赤
松
地

区
を
調
査
中
で
す
。
平
成
22
年
度
で
、

一
部
を
除
き
、
大
字
藤
原
・
大
字
広
瀬

ご
存
知
で
す
か
？
　
地
籍
調
査
の
こ
と

平
成
23
年
度
か
ら
川
崎
地
区
の
地
籍
調
査

を
開
始
し
ま
す

が
終
了
し
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
23
年

度
か
ら
川
崎
地
区
の
調
査
に
入
る
予
定

で
す
。

■
平
成
23
年
度
実
施
地
区

　
成
行
・
千
騎
・
大
峯

■
こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち
ま
す

【
自
分
の
土
地
が
明
確
に
な
り
ま
す
】

　 

　
境
界
を
い
つ
で
も
復
元
で
き
ま

す
。
境
界
紛
争
の
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【
土
地
取
引
が
円
滑
に
な
り
ま
す
】

　 

　
実
測
し
た
面
積
が
登
記
さ
れ
る
た

め
、
売
買
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
で

き
ま
す
。

【 

迅
速
な
災
害
復
旧
が
可
能
に
な
り
ま

す
】

　 

　
万
が
一
の
災
害
発
生
時
、
土
地
の

境
界
復
元
が
可
能
な
た
め
、
復
旧
に

時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課
地
籍
係

　
☎
73
‐
３
１
５
４

　
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
の
５
年
間
行
っ
て
き
た
暘
谷
城

趾
周
辺
や
高
校
跡
地
の
道
路
整
備
等

に
つ
い
て
、
事
業
効
果
の
透
明
性
を

十
分
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
事
後

評
価
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
、次
の
日
程
で
公
表
し
ま
す
。町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

■ 

閲
覧
期
間
　
10
月
８
日
（
金
）
〜

10
月
22
日
（
金
）

■ 
閲
覧
場
所
　
日
出
町
役
場
３
階
　

都
市
建
設
課

■ 

問
合
先
　
　
都
市
建
設
課
企
画
調

査
係
　
☎
73
‐
３
１
７
２ 

　h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

城
趾
周
辺
や
高
校
跡
地
の
道
路
整

備
等都

市
再
生
整
備
計

画
（
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
）の
事
後

評
価
の
公
表

　
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
国
勢

調
査
で
の
大
分
県
の
総
人
口
は
何

人
で
し
ょ
う
か
？
（
外
国
人
含
む
）

■
応
募
期
限
　
10
月
25
日
（
月
）

■ 

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
予
想
人

口
を
記
入
し
て
応
募
。
予
想
人
口

／
住
所
／
氏
名
／
年
齢
／
電
話

番
号
を
明
記
。

■ 

応
募
先
　
〒
８
７
０
‐
８
５
０

　 

１
大
分
市
大
手
町
３
丁
目
１
番

１
号
大
分
県
企
画
振
興
部
統
計

調
査
課
人
口
予
想
ク
イ
ズ
係

■ 

賞
品
　
・
１
等
賞
１
万
円
分
の
図

書
券
・
２
等
賞
５
千
円
分
の
図
書

券
・
３
等
賞
千
円
分
の
図
書
券

■ 

入
賞
者
の
決
定
　
平
成
23
年
２

月
末
ま
で
に
総
務
省
が
発
表
す

る
（
人
口
速
報
集
計
）
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

■ 

結
果
の
発
表
　
１
等
賞
・
２
等

賞
の
方
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
３
月
１
日
に
発
表
し
ま

す
。
３
等
賞
は
、
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
合
先
　
大
分
県
企
画
振
興
部

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
４
５
２

国
勢
調
査
・
大
分
県
人
口

予
想
ク
イ
ズ
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町
長
が
慶
賀
訪
問

１
０
０
回
目
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

100歳を迎えられた河野乙女さん 100歳を迎えられた佐藤マツヨさん

声かけをするボランティアの方

大
分
県
教
育
奨
励
賞
受
賞

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝

　
「
藤
原
幼
稚
園
・
小
学
校
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
地
域
の
教
育
活

動
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
県
教
育
委

員
会
か
ら
「
大
分
県
教
育
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
地
域
の
お

年
寄
り
や
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
、

子
ど
も
の
登
下
校
時
に
交
通
量
の
多

い
交
差
点
に
立
っ
た
り
、
一
緒
に
歩

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
「
子
ど

も
は
地
域
の
宝
」
と
話
し
ま
す
。

　
声
を
か
け
、
時
に
は
厳
し
く
注
意

し
な
が
ら
、
見
守
り
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

佐
藤
マ
ツ
ヨ
さ
ん
が
１
０
０
歳

　
９
月
２
日
、
真
那
井
区
の
佐
藤
マ

ツ
ヨ
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
同
日
、
佐
藤
さ
ん
の
入

所
先
で
あ
る
介
護
保
健
施
設
サ
ン
ラ

イ
ズ
ビ
ュ
ー
に
、
工
藤
町
長
が
訪
問

し
、
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　
工
藤
町
長
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

る
と
、
佐
藤
さ
ん
が
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
好
き
な
食
べ
物
は
麦

ご
は
ん
。
普
段
は
、
施
設
入
所
者
と

の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
と
言
い
ま

す
。
ひ
孫
に
会
う
と
と
て
も
う
れ
し

そ
う
な
表
情
を
す
る
と
い
う
佐
藤
さ

ん
。
孫
10
人
、
ひ
孫
２
人
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

河
野
乙
女
さ
ん
が
１
０
０
歳

　
９
月
16
日
に
は
、
成
行
区
の
河
野

乙
女
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
同
日
、
町
長
が
自
宅
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
出
身
は
山
香
で
す
が
、
６
年
前
か

ら
日
出
に
来
て
、
子
ど
も
や
孫
と
同

居
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
頃
は
病
気
も
し
た
が
、
今
で

は
特
に
悪
い
と
こ
ろ
も
な
く
、
身
の

回
り
の
こ
と
も
自
分
で
で
き
る
ほ
ど

元
気
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
外
に

出
て
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
る
と
言
い

ま
す
。
嫌
い
な
食
べ
物
は
な
く
、
何

で
も
良
く
食
べ
る
と
い
う
河
野
さ
ん

の
好
物
は
魚
料
理
。
昨
年
、
白
内
障

の
手
術
を
す
る
ま
で
は
、
毎
日
日
記

を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　
孫
10
人
、
ひ
孫
14
人
に
恵
ま
れ
、

こ
の
日
は
家
族
が
集
ま
り
、
自
宅
で

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

90
歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
訪
問

　
町
で
は
毎
年
９
月
、
95
歳
以
上

の
方
の
お
宅
を
町
長
が
、
90
歳
以

上
の
方
の
お
宅
を
管
理
職
が
訪
問

し
、
長
寿
の
お
祝
い
を
し
て
い
ま

す
。
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　ひじ産業文化まつりは、今年から「文化部門」と「産業部門」に分
けて別々の日程で開催します。「産業祭」（仮称）の日程は決まり次第、
町報でお知らせします。

2010　ひじ文化まつり
●会　場　日出中央公民館
　　　　　　　　（駐車場　日出暘谷高校跡地）

●開会式　10月30日（土）10時
●内　容
　【記念講演会】
　　　○と　き　10月30日（土）10時30分～12時
　　　○ 講談師　一龍斎　春水（いちりゅうさい　はるみ）　アニメ声優から大転身。代

表作に「宇宙戦艦ヤマト」の森雪／「シティーハンター」の野上冴子。
　　　○テーマ　一龍斎　春水が語る　「童謡詩人・金子みすゞ」
　【瀧廉太郎記念音楽祭】
　　　○と　き　10月31日（日）13時30分～15時
　　　○内　容　〈第１部〉　大神保育園の演奏・日出暘谷フラウエンコール合唱
　　　　　　　　〈第２部〉　津軽三味線（高松正希くん　大神中２年）
　　　　　　　　〈第３部〉　日本オペラ界最高峰の声楽家が出演
　【その他】
　　　○30日（土）・31日（日）　 ふるさとレストラン・お茶席
　　　○30日（土）・31日（日）　 美術作品展・菊花展（9時～16時）
　　　○31日（日）　　　　　　　芸能大会（10時30分～15時）
　　　○11月３日（水）　　　　　カラオケ大会（13時～）
　　　○11月６日（土）　　　　　謡曲大会（9時30分～16時30分）

問合先　ひじ文化まつり実行委員会事務局　生涯学習課☎73－3156

「
ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
」

　
「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く

な
る
道
５
０
０
選
」
と
「
お
お

い
た
遺
産
」
に
選
ば
れ
た
コ
ー

ス
で
す
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
に
由
来
す
る
景
観
美

豊
か
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
、
自
然
と
人
と
歴
史
の
ふ
れ

あ
い
を
体
感
し
な
が
ら
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

＊
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
有

■
開
催
日
　
10
月
17
日
（
日
）

＊
雨
天
決
行
。

■ 

コ
ー
ス
　
Ａ
コ
ー
ス
20
㎞
／

Ｂ
コ
ー
ス
10
㎞
／
Ｃ
コ
ー
ス

５
㎞

■
ス
タ
ー
ト
　

　
日
出
中
央
公
民
館

＊ 

Ａ
コ
ー
ス
は
８
時
30
分
、

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
は
９
時
の
出

発
式
後
順
次
ス
タ
ー
ト
。

■ 

参
加
料
　
大
人
５
０
０
円
／

中
・
高
生
３
０
０
円
／
小
学

生
以
下
無
料

■ 

申
込
・
問
合
先
　
日
出
町
商

工
観
光
課

　
☎
73
‐
３
１
５
８

＊
当
日
申
込
可
。
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まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



10月３日(日) 日出中央医院 72－2534
　　10日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　11日(月) 八重眼科医院 73－1221
　　17日(日) 鈴木病院 73－2131
　　24日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　31日(日) 川崎診療所 28－1611
11月３日(水) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　７日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870
　　14日(日) 江本眼科 28－1700

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

み
ん
な
と
健
康

お
話
し
隊
が
行
く

　　
健
康
教
育
・
個
別
相
談
を
行
う
た
め

に
看
護
師
と
管
理
栄
養
士
が
２
人
１
組

に
な
っ
て
、
町
内
す
べ
て
の
自
治
公
民

館
等
に
出
向
い
て
健
康
講
話
を
行
い
ま

す
。

　
希
望
者
に
は
、
個
別
に
健
康
相
談
や

栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

■ 

講
話
内
容
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

つ
い
て
／
介
護
予
防
に
つ
い
て
等

■
実
施
期
間
　
平
成
23
年
１
月
ま
で

＊ 

詳
し
い
日
程
は
、
回
覧
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■ 

問
合
先
　
健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

☎
73
‐
３
１
３
０

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
母
子
健
康
手
帳
は
妊
娠
か
ら
出
産
、

そ
し
て
子
ど
も
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学

す
る
ま
で
の
間
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

さ
ん
の
健
康
状
態
を
記
録
す
る
大
切
な

手
帳
で
す
。
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
早

め
に
母
子
健
康
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し

ょ
う
。
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票

も
同
時
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
や
妊
婦
・
乳

児
健
康
診
査
受
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

に
は
、
再
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊ 

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
（
再
交
付
）

に
は
必
ず
印
鑑
を
持
っ
て
来
て
下
さ

い
。

■ 

問
合
先
　
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

お
母
さ
ん
教
室
開
催

　　
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
の
話
や
調
理
実

習
を
し
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
教
室
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
他
の
妊
婦
さ
ん
と
交
流
で
き
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、
各
回
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
【
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
は

守
ら
れ
て
い
ま
す
】

　
母
と
子
の
制
度
の
話
等

　
11
月
２
日
（
火
）
10
時
〜
11
時
30
分

②
【
妊
娠
・
授
産
期
の
食
事
】

　 

妊
娠
・
授
産
期
の
食
事
の
話
、
調
理

実
習

　
11
月
９
日
（
火
）
10
時
〜
12
時
30
分

③
【
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
】

　
お
産
の
し
く
み
、
お
っ
ぱ
い
の
話

　
11
月
24
日
（
水
）
10
時
〜
12
時

■
と
こ
ろ
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

持
っ
て
来
る
も
の
　
・
母
子
健
康
手

帳
・
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布

し
た
資
料
・
筆
記
用
具
・
②
の
教
室

は
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
も
必
要
。

■ 

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係
　
☎
73-

３
１
２
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
や
重
病
化
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
も
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
低
所
得
者
の
方
は
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。

私たちがお伺いします！
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児童館へおいで！

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■子ども会議をひらこう（小学4～6年生）
　 じどうかんまつりの準備をします。アイ
デアを待っています。

　10月9日（土）13時30分～15時
■ひじまちじどうかんまつり
　働く人、お客さんになって遊べます。
　10月16日（土）13時～16時
■ちびっこ集まれ！（6歳まで）
　10月22日（金）10時30分～12時
■ツインズのママたち集まれ！
　双子の子育てについて
　10月25日（月）10時30分～11時30分
■子ども料理教室（小学生・参加費100円）
　10月30日（土）10時～12時30分
　エプロン、三角巾

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　 10月の活動　○0、1歳児クラス　5・12
日　 ○3～5歳児クラス　6・13日　 ○
2歳児クラス　7・14日
■バドミントンをしよう
　10月11日（月）9時～
■ちびっこ運動会（乳幼児）
　10月20日（水）10時　町営体育館
　9日（土）までに要申込
■赤ちゃん広場（0歳児　要申込　200円）
　11月8日（月）10時30分～

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金9時～16時
■出張子育て広場（0歳～就学前）
　 10月20日（水）10時～12時　町中央公
民館1階和室

■赤ちゃん広場（0歳～）
　赤ちゃんとママのふれあい広場
　10月6・13・21日10時～12時

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

■
対
象
者
　

　 
　
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
（
予
防
接
種
時
）

② 

60
歳
〜
64
歳
の
方
で
一
定
の
心
臓

や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
（
詳
細
は
医

療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

※ 

接
種
時
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

■
接
種
場
所
　
県
内
の
実
施
医
療
機
関

＊ 

接
種
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
医
療
機

関
に
確
認
し
て
下
さ
い
。

■ 

期
間
　
10
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月

31
日

■
接
種
料
　
自
己
負
担
額
１
０
０
０
円

＊ 

こ
の
金
額
で
接
種
で
き
る
の
は
、
１

回
だ
け
で
す
。

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

■
対
象
者
　
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
方

■
接
種
場
所
　
県
内
の
実
施
医
療
機
関

＊ 

接
種
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
確
認
し
て
下
さ
い
。

■ 

期
間
　
10
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月

31
日

■
接
種
料
金

○
13
歳
以
上
の
方
　
３
，
６
０
０
円

　 

　
課
税
証
明
書
（
税
務
課
に
て
無
料

で
発
行
、
要
印
鑑
、
世
帯
全
員
が
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
）
と
保
険
証
等

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
を
健
康
増

進
課
に
提
示
し
て
下
さ
い
。
ワ
ク
チ

ン
無
料
接
種
券
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
下
さ
い
。

○
す
で
に
接
種
料
金
を
支
払
い
済
の
方

　 

　
課
税
証
明
書
、
領
収
書
、
預
金
通

帳
、
保
険
証
等
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
、
印
鑑
を
役
場
健
康
増
進
課
に

提
示
し
て
下
さ
い
。

■ 

問
合
先
　
健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

☎
73
‐
３
１
３
０

○ 

13
歳
未
満
の
方
　
１
回
目
３
，
６
０

　
０
円
、
２
回
目
２
，
５
５
０
円

＊ 

13
歳
未
満
の
方
は
、
２
回
の
接
種
が

必
要
で
す
。

　
無
料
接
種
に
つ
い
て

　
日
出
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
に
関

係
な
く
町
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
生
活

保
護
世
帯
に
対
し
て
、
費
用
負
担
の
軽

減
（
無
料
接
種
）
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

方
法
で
接
種
し
て
下
さ
い
。

○
こ
れ
か
ら
接
種
す
る
方
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用
事
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
等
で
、

子
ど
も
を
一
時
的
に
保
育
で
き
な
い
と

き
、
次
の
保
育
園
で
一
時
預
か
り
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
育
児
疲
れ
等
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」
、「
緊
急
の
用

事
が
で
き
た
」
な
ど
の
理
由
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
保
育
園
・
内
容

【
豊
明
保
育
園
】
豊
岡
６
９
４
番
地

　
☎
72
‐
８
４
５
５

○
対
象
児
　
２
歳
以
上

○ 

利
用
時
間
　
月
〜
土
　
７
時
40
分
〜

18
時

認
可
外
保
育
園
に
よ
る
一
時
預
か
り
事
業

子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
ま
す

さ
よ
な
ら
メ
タ
ボ
活
動
教
室

　
　
〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
メ
タ
活
10
〜

参
加
者
募
集

　
講
話
や
実
習
を
通
し
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
・
改
善
す
る
教
室
を
下
記
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
今
年
こ
そ
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

■ 

対
象
者
　
基
本
的
に
全
て
の
教
室
に

参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
金
）

■
申
込
　
電
話
で
申
し
込
み

■
と
こ
ろ
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
第
１
回

○ 

と
き
　
11
月
10
日
（
水
）
10
時
〜
11

時
30
分
　

○ 

内
容
　
開
講
式
／
講
話
（
も
し
か
し

て
私
も
メ
タ
ボ
？
）

○ 

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
／
健

診
結
果

●
第
２
回

○ 

と
き
　
11
月
18
日
（
木
）
15
時
〜
16

時
30
分

○ 

内
容
　
講
義
（
メ
タ
ボ
の
怖
さ
本
当

に
知
っ
て
る
？
）

○
持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具

●
第
３
回

○ 

と
き
　
12
月
22
日
（
水
）
９
時
30
分

〜
13
時
30
分

○ 

内
容
　
調
理
実
習
／
講
義
（
食
事
か

ら
メ
タ
ボ
対
策
を
練
る
）

○ 

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
／
三

角
巾
／
エ
プ
ロ
ン
／
タ
オ
ル

●
第
４
回

○ 

と
き
　
１
月
19
日
（
水
）
10
時
〜
11

時
30
分

○ 

内
容
　
実
習
／
講
義
（
運
動
か
ら
メ

タ
ボ
対
策
を
練
る
）

○ 

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
／
運

動
で
き
る
服
装
／
室
内
シ
ュ
ー
ズ
／

タ
オ
ル
／
水
分
補
給
の
水

●
第
５
回

○ 

と
き
　
１
月
26
日
（
水
）
10
時
〜
11

時
30
分

○ 

内
容
　
閉
講
式
／
講
話
（
自
分
だ
け

の
メ
タ
ボ
対
策
を
つ
く
ろ
う
）

○
持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先

　
健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

　
☎
73
‐
３
１
３
０

○
利
用
料
金
　
日
額
２
，
０
０
０
円

【 

ク
ロ
ー
バ
ー
保
育
園
】
藤
原
９
０
８

番
地
４
☎
72
‐
７
６
０
７

○
対
象
児
　
１
歳
以
上

○
利
用
時
間
　
月
〜
土
　
７
時
〜
18
時

○
利
用
料
金
　
月
額
２
５
，
０
０
０
円

＊
週
３
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

＊
利
用
日
は
毎
週
変
更
で
き
ま
す
。

■
申
込
　
直
接
保
育
園
に
申
込
。

■
そ
の
他

＊ 

諸
事
情
に
よ
り
受
け
入
れ
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
先
　
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

　10月定期払いの子ども
手当の振込みは10月13日
（水）です。今回の支払い
は6月分～9月分の手当で
す。登録している通帳で確
認してください。

＊ 現況届を提出していない
方は、支給が差し止めに
なっています。詳しくは
お問い合わせください。

●問合先　
　福祉対策課子育て支援係
　☎73‐3121

子ども手当の
振込みについて
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
感
染
力
が
強

く
、
か
か
る
と
重
症
化
し
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
時

代
は
多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
、
「
命

さ
だ
め
の
病
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
　

　
風
し
ん
は
、
妊
婦
が
か
か
る
と
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気
に

よ
り
、
心
臓
病
や
白
内
障
、
聴
力
障
害

な
ど
の
障
が
い
を
も
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

２
回
接
種
が
効
果
的

　
平
成
17
年
ま
で
は
麻
し
ん
と
風
し

ん
を
１
回
ず
つ
接
種
し
て
い
ま
し
た

が
、
１
回
だ
け
で
は
免
疫
の
つ
か
な
い

人
が
い
る
こ
と
や
免
疫
力
が
低
下
す
る

た
め
、
平
成
18
年
か
ら
１
歳
児
と
小
学

校
就
学
前
の
１
年
間
に
２
回
接
種
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
学
校
４
年
生
ま
で
は
２
回

接
種
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
５
年

生
以
上
の
お
子
さ
ん
は
１
回
の
接
種
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
20
年
か
ら
５

年
間
で
、
中
学
１
年
生
ま
た
は
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
で
２
回
目
の
予

防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
最
近
は
、
大
学
入
学
に
際
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
調
査
や
抗
体
検
査
を
し
た

り
、
海
外
へ
の
修
学
旅
行
に
際
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
や
抗
体
獲
得
の
証
明

が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
対
象
年
齢
を
超
え
る
と
有
料
に
な
り

ま
す
の
で
、
無
料
で
接
種
で
き
る
定
期

期
間
内
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
22
年
度
対
象
者

○
１
期
　
１
歳
〜
１
歳
11
カ
月

○ 

２
期
　
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○ 

３
期
　
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○ 

４
期
　
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
（
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■ 

問
合
先
　
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

対
象
年
齢
を
超
え
る
と
接
種
料
が
有
料
に
な
り
ま
す

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

日本脳炎の定期予防接種について

　平成17年の積極的な勧奨の差し控えにより、1期における 3回の接種を受けら
れなかったお子さんへの接種について

●過去に1回もしくは2回の接種を受けた方
　 　1期（初回 2回、追加 1回）の不足分（1～ 2回）を、生後 6カ月～ 7歳 6カ月未満または
9歳～ 13歳未満の年齢の間に 6日以上の間隔をおいて接種できます。

●1期の接種を全く受けていない方
　 　9歳～ 13歳未満の年齢の間に 6日～ 28日の間隔をおいて 1期初回（2回）を接種し、
おおむね 1年経過した時期に 1期追加（1回）を接種できます。

●7歳 6カ月～ 9歳未満の方
　　今後 9歳～ 13歳未満の間に接種できます。

問合先　福祉対策課子育て支援係　☎73‐3121
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敬
老
の
日
に
寄
せ
て

　
今
年
も
敬
老
の
日
を
前
後
し
て
喜
寿
、米

寿
の
方
々
を
対
象
に
記
念
品
を
お
届
け
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、皆
さ
ま
か
ら
大
変
ご
丁
重
な

お
礼
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、90
歳
以
上
の
方
に
は
幹
部
職
員
が

手
分
け
し
て
各
家
庭
を
訪
問
し
、祝
意
を
表

し
ま
し
た
。私
も
95
歳
以
上
の
方
々
を
訪
問

し
ま
し
た
が
、本
人
、家
庭
の
ご
都
合
も
あ
っ

て
実
際
に
自
宅
に
お
訪
ね
で
き
た
の
は
１
０

１
名
中
の
４
分
の
１
程
度
で
し
た
。中
に
は

高
齢
で
体
調
が
優
れ
ず
介
護
老
人
保
健
施
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、そ
の
た
め
施
設
を
個
別
に

訪
問
し
て
の
祝
意
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
９
月
中
に
２
人
の
方
が
新
た
に
１
０

０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、祝
賀
状
と

記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。多
少
耳
が
遠

い
様
子
で
し
た
が
す
こ
ぶ
る
お
元
気
で
し
た

の
で
、ご
本
人
と
親
し
く
お
話
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ご
家
族
の
皆
さ
ま
共
ど
も
ご

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
出
町
で
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢

者
は
11
人
で
す
。最
高
齢
者
は
１
０
８
歳
、次

い
で
１
０
５
歳
で
す
が
、性
別
で
は
女
性
が

10
人
、男
性
１
人
と
な
っ
て
お
り
、来
年
３
月

ま
で
に
新
た
に
５
人
の
方
が
仲
間
入
り
を
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
毎
年
各
地
区
の
区
長
さ
ん
の
お
骨
折

り
で
、敬
老
の
日
を
中
心
に
し
て
趣
向
を
凝

ら
し
た
慶
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。と

か
く
高
齢
者
の
お
世
話
に
つ
い
て
残
念
な
報

道
が
目
立
つ
中
で
、日
出
町
で
の
慶
祝
行
事

は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
親
睦
、交
流
を
深
め
、

絆
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
、お

世
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
皆
さ
ま
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
日
出
町
の
高
齢
化
率
は
23
．９
％
で
県
内

の
他
自
治
体
に
比
べ
て
や
や
低
い
わ
け
で
す

が
、年
々
確
実
に
高
齢
者
は
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、間
も
な
く
町
民
４
人
に
１
人
の
割
合

が
65
歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
日
出
町
の
77
の
自
治
区
の
中
に
は

高
齢
化
率
が
相
当
に
高
い
地
区
も
あ
り
、交

通
手
段
の
確
保
、日
常
生
活
に
お
け
る
買
い

物
等
に
大
変
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
た

ち
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。町
政
の
中

で
高
齢
者
へ
の
対
策
が
い
っ
そ
う
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

県
体
で
速
見
郡
選
手
団
12
位
に
終
わ
る

　
今
年
も
県
北
地
域
を
中
心
に
第
63
回
県
民

体
育
大
会
が
17
郡
市
、16
チ
ー
ム
参
加
で
開

催
さ
れ
、日
出
町
も
速
見
郡
と
し
て
26
競
技

に
４
２
５
人
の
選
手
、役
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
総
合
得
点
１
６
６
．５
点
で
総
合

第
12
位
、昨
年
の
総
合
９
位
か
ら
は
順
位
を

落
と
し
て
し
ま
い
残
念
で
し
た
。そ
れ
で
も

選
手
団
は
各
種
目
に
良
く
健
闘
し
、相
当
に

立
派
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
団
体
競
技
で
は
テ
ニ
ス
女
子
優
勝
、な
ぎ

な
た
演
技
で
優
勝
、弓
道
男
子
遠
的
で
第
２

位
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
総
合
で
第
２
位
、個
人
競

技
で
は
水
泳
40
歳
未
満
男
子
50
ｍ
自
由
形
で

第
１
位
、ラ
イ
フ
ル
射
撃
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
10

ｍ
立
射
60
発
で
第
１
位
、陸
上
30
歳
未
満
１

０
０
ｍ
で
第
２
位
、エ
ア
ラ
イ
フ
ル
伏
射
60

発
で
第
２
位
な
ど
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
お

り
、こ
の
外
に
も
団
体
・
個
人
で
そ
れ
ぞ
れ
６

競
技
が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
役
員
の
皆
さ
ん
も
試
合
の
行
わ
れ
て
い
る

各
競
技
場
を
訪
ね
、応
援
、激
励
を
行
い
ま
し

た
が
、そ
れ
ぞ
れ
監
督
を
中
心
に
選
手
の
皆

さ
ん
は
、真
剣
に
試
合
に
臨
ん
で
お
り
、逐
年

競
技
力
の
向
上
も
見
ら
れ
、今
後
の
成
果
を

大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
で
は
大
変
残
念
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
は
大
会
第
１
日
目
大
変
好

成
績
を
挙
げ
た
卓
球
チ
ー
ム
で
し
た
が
、車

で
の
帰
途
に
対
向
車
線
を
越
え
た
車
に
衝
突

さ
れ
、思
わ
ぬ
事
故
に
遭
遇
し
ま
し
た
。チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
は
車
３
台
で
走
行
中
で
し
が
、

２
番
目
に
走
っ
て
い
た
車
が
事
故
に
遭
い
、

同
乗
の
監
督
を
始
め
選
手
の
皆
さ
ん
に
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
２
日
目
の
試
合
を
や
む
な
く
棄

権
す
る
こ
と
と
な
り
、大
会
で
の
好
成
績
を

期
待
さ
れ
な
が
ら
も
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
一
日

も
早
い
全
快
を
お
祈
り
し
ま
す
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

　
10
月
１
日
を
期
し
て
国
勢
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、選
挙
区
の
画
定
や
議
員

定
数
の
基
準
、福
祉
政
策
や
防
災
対
策
な
ど

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
で
の
利
用

を
始
め
、個
人
の
生
活
設
計
や
企
業
の
事
業

計
画
な
ど
様
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
今
回
の
国
勢
調
査
は
、少
子
高

齢
化
、就
業
・
雇
用
な
ど
の
実
態
を
地
域
ご
と

に
明
ら
か
に
し
、国
や
地
方
公
共
団
体
が
直

面
し
て
い
る
重
要
課
題
に
対
す
る
施
策
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
統
計
デ
ー
タ
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
役
場
内
に
国
勢
調
査
実
施
本
部

を
設
け
、実
施
に
関
す
る
諸
準
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。そ
し
て
公
募
な
ど
に
よ
り
１
２

５
名
の
調
査
員
が
決
ま
り
、９
月
中
旬
に
調

査
員
説
明
会
も
終
わ
り
ま
し
た
。

　
調
査
員
は
非
常
勤
国
家
公
務
員
で
あ
り
、

調
査
に
伺
う
際
に
は
調
査
員
証
を
携
行
し
て

い
ま
す
の
で
調
査
で
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

は
調
査
員
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
順
次
調
査

票
の
配
布
が
行
わ
れ
、住
民
皆
さ
ん
が
記
入

後
、10
月
か
ら
調
査
票
の
回
収
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
平
成
17
年
10
月
１
日
の
調
査
結
果
で
は
人

口
２
万
７
６
４
０
人
で
し
た
が
、今
回
の
調

査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
大
変
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。県
下
市
町
村
の
ほ
と
ん

ど
の
と
こ
ろ
で
人
口
減
少
、少
子
化
、高
齢
化

が
顕
著
に
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
想
で
き

ま
す
が
、ど
の
程
度
で
収
ま
る
の
か
、こ
れ
ま

で
の
行
政
の
成
果
が
試
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
46

日
出
町
長

工
藤
　
義
見
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 ⑦

　慶長6年（1601）4月、日出藩主と
なった初代木下延俊公は、築城にあ
たり鬼門に「鬼門除け」を施した。
「鬼門」とは、陰陽道で鬼が出入り
する丑寅（北東）の方角のことであ
る。「鬼門除け」とは、災難を防ぐ
ために、城の鬼門にあたる櫓・石
垣・堀などの造りを変え、城外には
神社や寺を配して、鬼の出入りをふ
さいで護ることである。
　日出城では、城の北東に建てた
「隅櫓」に1・2階壁面角を欠いた。
北東隅の水堀・石垣も折り曲げて、
鬼門除けをした。
　城の南西「裏鬼門」の石垣も角を
欠き、城下には「人柱」を立てた。
　城外では、築城の頃に八代村遠見
山に「稲荷神社」を移し、慶長18年
には川崎満願寺に「潮音寺龍光院観
音堂」を建て、元和元年には日出洲
崎の「蓮華院」を祈祷寺にし、元和6
年には若宮八幡東に「愛宕堂」を建
てるなど次々と鬼門除けに配置し、
参拝した。
　正徳元年（1711）4代藩主俊

としかず

量
公は、日出東裏門の願成寺に「観音
堂」を建て、本尊の「千手観音立
像」を鬼門除けにして祭った。
　日出城の「隅櫓」は、鬼門にある
ので別名「鬼門櫓」とも、また麻地
酒を保管したので「麻地櫓」とも呼
ばれた。

　東仁王にあった「隅櫓」は、平
成21年9月、日出町指定文化財とな
り、近々移築復元される。
　この、隅櫓は全国で唯一の5角形の
壁をもつ櫓であり、大変貴重なもの
である。
「日出町の歴史・文化」を語る会

魚住　修三　筆

～日出城鬼門除け～ 新刊案内
「絵本処方箋」
  落合恵子：著  朝日新聞出版

「いつもの毎日」
  松浦弥太郎：著 
  ＫＫベストセラーズ

図書館だより

1冊の絵本が人生を救う。心に
効く、とっておきの絵本74冊
を紹介。

日々の生活の中で大切にしたい
こだわりや他人へのちょっとし
た心遣いについて語る。

休館日
4日・10日・11日・18日・24日・25日・28日・31日

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ
　　とき　10月 9日（土）・23日（土）
　　　　　10時 30分～ 11時 30分
　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＦＵＭ（ふむふむ）による読み聞かせ
　　とき　10月 22日（金）　11時～ 11時 30分
　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851

復元後の隅櫓（イメージ図）

「つやのよる」
  井上荒野：著　新潮社

「動物α図鑑」
  松原卓二：写真・文
  マガジンハウス

異性の心の奥を鮮やかに照ら
し出し、愛のありかを深く問
う。

リラックスした様子の動物たち
の写真集。ほっこり、まった
り、ゆーるゆるの写真集。
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募 

集

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
募
集

　
優
秀
作
品
は
、県
の
広
報
活
動
に

使
用
し
ま
す
。作
品
・
居
住
市
町
村

名
・
氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）・
年

齢
を
公
表
し
ま
す
。詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ
　
「
介
護
予
防
」

▼
募
集
期
限
　
11
月
30
日
（
火
）

▼ 

応
募
・
問
合
先
　
大
分
県
高
齢

者
福
祉
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６

‐
２
６
８
８

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
平
成
23
年
度
整
備
事
業
の
事
業

者
の
選
定
に
公
平
か
つ
公
正
を
確

保
す
る
た
め
、公
募
を
行
い
ま
す
。

▼ 

公
募
件
数
　
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護（
介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
）【
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
】
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
定
員

９
名
）

▼ 

受
付
期
間
　
10
月
１
日
（
金
）

〜
11
月
30
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問
合
先
　
健
康
増
進
課
☎

73
‐
３
１
３
０

職
員
募
集

　
別
杵
速
見
森
林
組
合
で
は
職
員

若
干
名
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

学
力
　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

▼ 

年
齢
　
昭
和
57
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

▼ 
申
込
期
間
　
10
月
８
日
（
金
）

〜
10
月
25
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先
　
別
杵
速
見
森

林
組
合
☎
75
‐
０
２
８
６

試 

験

危
険
物
取
扱
者
試
験

 

受
験
者
を
対
象
と
し
た
準
備
講

習
会
も
開
催
し
ま
す
。

▼ 

と
き
　
11
月
28
日
（
日
）
10

時
〜

▼
種
類
と
会
場

○
大
分
大
学
　
乙
種
４
類
の
み

○ 

日
本
文
理
大
学
　
甲
種
・
乙
種

（
４
類
以
外
の
す
べ
て
）・
丙
種

○ 

別
府
市
立
青
山
中
学
校
　
甲

種
・
乙
種（
全
類
）・
丙
種

▼ 

申
請
・
問
合
先
　
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
☎
０

９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
パ

ソ
コ
ン
講
座
」

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　 ところ・とき　大神ふれあいセンター・10月19

日（火）10時～15時／日出町役場新館3階332

会議室・10月22日（金）10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障が

い者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
　 相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73－3121　

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　　　　　13時30分～16時30分

　費　用　30分につき5,000円

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。
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【
ワ
ー
ド
簡
単
２
０
０
７
Ｐ
Ｃ
持

込
み
講
座
】

○ 

と
き
　
11
月
２
・
９
・
16
・
30

日
（
火
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ
　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
画
像
加
工
講
座
】

○ 

と
き
　
11
月
５
・
12
・
19
・
26

日
（
金
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ
　
Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー

【
IT
相
談
】

○ 

と
き
　
11
月
４
・
11
・
18
・
25

日
（
木
）
13
時
〜
15
時

○
と
こ
ろ
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
パ
ソ
コ
ン
講
師
養
成
講
座
】

○ 

と
き
　
11
月
４
・
11
・
18
・
25

日
・
12
月
２
・
９
日
（
木
）
９

時
30
分
〜
12
時

○
と
こ
ろ
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 
費
用
　
パ
ソ
コ
ン
講
師
養
成
講

座
は
３
，
８
０
０
円
。
他
講
座

は
２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限
　
10
月
22
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先
　
パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
数
名
の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
や
気

持
ち
を
語
り
合
い
、分
か
ち
合
い

ま
す
。参
加
希
望
者
は
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。参
加
無
料
。

▼ 

対
象
　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡

く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼ 

と
き
　
11
月
18
日
（
木
）
14
時

〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

▼ 
申
込
・
問
合
先
　
大
分
県
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６

２
９
０

相 

談

無
料
法
律
人
権
相
談

▼ 

と
き
　
10
月
７
日
（
木
）
９
時

30
分
〜

▼
と
こ
ろ
　
大
分
文
化
会
館

▼ 

相
談
内
容
　
人
権
、
金
銭
、
不

動
産
、
雇
用
、
交
通
事
故
、
遺

産
相
続
、
家
庭
内
の
問
題
な
ど

▼ 

問
合
先
　
大
分
地
方
裁
判
所
☎

０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を
！

　　
交
通
事
故
、詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
、警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、検
察
官
が
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
。こ
ん
な
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、検
察
審
査
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先
　
大
分
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７

１
６
１

そ
の
他

都
市
交
通
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

に
ご
協
力
を

　
全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経

年
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
国
土

交
通
省
で
は
日
出
町
を
含
む
全
国

37
市
町
村
と
協
力
し
て
、
人
の
動

き
に
関
す
る
交
通
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
町
内
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
郵
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業
部
☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５

８
５
３

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
　
Ｇ
Ｏ
！
Ｒ
Ｕ

Ｎ
！
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼ 

対
象
試
合
　
ア
ビ
ス
パ
福
岡

戦
　
11
月
14
日
（
日
）
19
時
30

分
〜

▼ 

対
象
者
　
町
内
在
住
者
５
０

　
０
名

▼ 

内
容
　
ト
リ
ニ
ー
タ
シ
ー
ト

へ
ご
招
待
（
応
募
者
多
数
時
は

抽
選
）

▼ 

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
の

往
信
裏
面
に
、
11
月
14
日
の

福
岡
戦
と
明
記
し
、
住
所
／
氏

名
／
年
齢
／
電
話
番
号
／
チ
ケ

ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
５
枚
ま
で
。

大
人
○
枚
・
小
中
高
生
○
枚
）

を
記
載
し
、
返
信
用
表
面
に
返

信
先
（
ご
自
分
の
）
住
所
・
氏

名
を
ご
記
入
の
う
え
、
次
の
あ

て
先
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
11
月
５
日
（
金
）

▼ 

受
け
渡
し
　
ご
招
待
の
可
否

を
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
観
戦
い
た
だ
く
方
は

　  
返
信
は
が
き
を
ご
持
参
の
う

　 
え
、
大
分
銀
行
ド
ー
ム
西
口
、

　
東
口
外
の
引
換
え
テ
ン
ト
で
チ

　
ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入
場
、

料
額
は
一
ヵ
月
１
５
，１
０
０
円

で
す
。ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先
　
別
府
年
金
事
務
所
☎

22
‐
５
１
１
１

大
分
県
立
盲
学
校
　
学
校
公
開
お

よ
び
授
業
公
開
の
お
知
ら
せ

　「
視
覚
障
が
い
」に
関
す
る
教
育

相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
29
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ
　
大
分
県
立
盲
学
校

▼
日
程

○ 

10
時
〜
12
時
30
分
　
開
会
行

事
・
学
校
案
内
・
公
開
授
業

○ 

13
時
20
分
〜
14
時
20
分
　
視
覚

障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

▼ 

問
合
先
　
大
分
県
立
盲
学
校
☎

０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

建
築
物
実
態
調
査

　
国
土
交
通
省
で
は
、最
近
に
お

け
る
建
築
物
及
び
住
宅
の
建
築
状

況
等
を
調
査
し
、住
宅
・
建
築
行

政
等
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、毎
年「
建
築
物
実
態

調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
15
日
ま
で
の
間
に
、
都

道
府
県
又
は
市
町
村
の
調
査
員
が

お
宅
を
訪
問
し
て
、
質
問
形
式
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
い

て
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、本

調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼ 

問
合
先
　
国
土
交
通
省
☎
０
３

‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

JR
九
州
か
ら
の
お
願
い

【
倒
木
災
害
に
対
す
る
鉄
道
沿
線

森
林
管
理
に
つ
い
て
】

　
線
路
近
く
で
工
事
や
作
業
を
行

う
場
合
は
、事
前
の
協
議
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。ま
た
、通
常
の
森

林
管
理
に
お
い
て
も
線
路
側
へ

木
が
倒
れ
な
い
よ
う
管
理
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

【
鉄
道
沿
線
に
土
地
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
へ
】

　
線
路
側
の
木
が
線
路
や
電
線
に

倒
れ
た
ら
、大
変
危
険
な
う
え
列

車
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。そ
の

よ
う
な
事
故
の
場
合
、損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先
　
JR
九
州
大
分
鉄
道
事

送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼ 

調
査
主
体
　
国
土
交
通
省
都

市
・
地
域
整
備
局
都
市
計
画
調

査
室

▼ 

問
合
先
　
九
州
地
方
整
備
☎
０

９
２
‐
４
７
６
‐
３
５
２
９

市
街
地
に
出
没
し
た
サ
ル
の
対
処

に
つ
い
て

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
オ
ス
は
、生
ま

れ
育
っ
た
群
れ
を
離
れ
て
旅
を
し

ま
す
。そ
の
際
、市
街
地
に
迷
い
込

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。騒
い
だ
り

し
て
刺
激
し
な
い
で
放
っ
て
お
け

ば
立
ち
去
り
ま
す
。も
し
サ
ル
に

出
会
っ
た
場
合
は
、次
の
注
意
４

項
目
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▼ 

サ
ル
に
出
会
っ
た
と
き
の
注
意

４
項
目
　
近
よ
ら
な
い
／
目
を

合
わ
せ
な
い
／
食
べ
物
を
見
せ

な
い
／
食
べ
物
を
与
え
な
い

▼ 

問
合
先
　
大
分
県
森
林
環
境
保

護
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３

８
７
６

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ

う　
平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険

けいせん祭り
　今年も多彩な催し（アトラクション・模擬店・

ゲーム・お楽しみ抽選会等）を計画しています。

皆さんのご来場、お待ちしています。

　雨天決行。

●と　き　10月17日（日）９時30分～14時40分

●ところ　大分県渓泉寮グラウンド

●問合先　大分県渓泉寮☎72‐２５２１
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観
戦
と
な
り
ま
す
。

▼ 
あ
て
先
　
〒
８
７
０
‐
０
１
２
６

　 

大
分
市
大
字
横
尾
１
６
２
９
番

地
　
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ「
試
合
観
戦（
福
岡
戦
）」係

▼ 

問
合
先
　
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
部

☎
０
９
７
‐
５
５
４
‐
２
２
５

０
介
護
就
職
デ
イ
〜
２
０
１
０
年
秋

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　
介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の
就

労
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職
促
進

を
図
る
た
め
、面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

と
き
　
11
月
16
日
（
火
）
13
時

〜
▼ 

と
こ
ろ
　
大
分
全
日
空
ホ
テ
ル

オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー

▼ 

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

が
ん
サ
ロ
ン
〜
特
別
講
座
〜

▼
テ
ー
マ
　
「
笑
い
と
健
康
」

▼ 
と
き
　
10
月
20
日
（
水
）
14
時

〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
つ
る
み
荘

▼ 

問
合
先
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

求 

人

【
正
社
員
】

●
鮮
魚
販
売
員
１
人
●
理
容
師
１

人
●
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）１
人
●
薬
剤
師
１
人
●
調

理
員
２
人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
２

人
●
介
護
職
員
３
人
●
一
般
貨
物

自
動
車
運
転
手
１
人
●
受
注
管
理

業
務
員
１
人
●
営
業
員
２
人
●
ホ

テ
ル
フ
ロ
ン
ト
業
務
員
１
人
●
工

場
内
作
業
２
人
●
医
療
事
務
１
人

●
臨
床
検
査
技
師
１
人
●
営
業
１

人
●
歯
科
助
手
１
人
●
音
響
及
び

裏
方
業
務
１
人
●
工
場
管
理
者
１

人
●
看
護
師（
正
・
准
）７
人
●
理
・

美
容
師
５
人
●
椅
子
の
張
り
加

工
・
接
着
１
人
●
構
内
作
業
員
２
人

●
板
金
塗
装
工
１
人
●
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
１
人
●
生
花
配
達
及
び
販

売
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
受
付
事
務
１
人
●
レ
ス
ト
ラ

ン
・
朝
食
サ
ー
ビ
ス
・
バ
イ
キ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
２
人
●
食
器
洗
浄
員
３

人
●
ナ
イ
ト
フ
ロ
ン
ト
１
人
●
客

室
清
掃
１
人
●
理
・
美
容
師
５
人
●

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
人
●
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
受
付
１
人
●
受
付
・
医
療
事

務
１
人
●
パ
ン
製
造
１
人
●
清
掃

ス
タ
ッ
フ
５
人
●
食
品
加
工
１
人

●
厨
房
内
洗
い
場
係
５
人
●
接
客

及
び
雑
務
員
１
人
●
靴
販
売
員
１

人
●
障
が
い
者
・
高
齢
者
宅
・
訪
問

登
録
ヘ
ル
パ
ー
５
人
●
浴
場
清
掃

５
人
●
ラ
ー
メ
ン
店
調
理
・
接
客

２
人

▼ 

問
合
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（
　
）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

平
田
　
芙ふ

き妃
　（
暁
彦
　
中
の
三
）

松
山
　
尊た
か
や哉

　（
薫
　
　
中
の
三
）

兒
嶋
　
凛り
ん

子こ

　（
崇
晃
　
西
の
二
）

磯
貝
　
優ま
さ

志し

　（
真
樹
　
西
の
三
）

西
山
　
侑ゆ
う

我が

　（
晃
令
　
新
町
）

菊
池
　
玲れ
い

那な

　（
直
人
　
仲
町
）

佐
藤
　
玲れ

い衣
　（
亙
　
　
日
出
本
町
）

酒
井
　
望
の
ぞ
む

　
　（
修
一
　
日
出
本
町
）

菅
原
　
太た
い
よ
う陽

　（
隆
智
　
上
仁
王
）

後
藤
　
響ひ
び
き葵

　（
太
　
　
上
仁
王
）

工
藤
優ゆ

り

あ

利
亜
　（
利
明
　
東
仁
王
）

上
田
　
航
わ
た
る

　
　（
裕
司
　
東
仁
王
）

山
下
　
翼
つ
ば
さ

　
　（
隼
人
　
南
部
）

宮
崎
　
葉は
づ
き月

　（
祐
二
　
則
次
）

朝
田
　
聖せ
い
や也

　（
直
樹
　
西
小
深
江
）

藤
本
　
彪ひ
ゅ
う
が雅

　（
健
太
　
北
大
神
）

髙
橋
　
悠ゆ
う
と聖

　（
友
成
　
三
尺
山
）

佐
藤
向ひ

ま

り

日
葵
　（
明
　
　
軒
の
井
）

森
脇
　
由ゆ

う宇
　（
真
也
　
照
川
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　（
　
）内
は
行
年
・
地
区
名

安
倍
　
安
一
　
　（
59
　
東
部
）

紺
田
　
ス
ギ
ヱ
　（
95
　
自
然
郷
）

菅
　
安
夫
　
　
　（
82
　
則
次
）

志
賀
　
重
治
　
　（
61
　
平
原
）

大
神
　
由
範
　
　（
89
　
内
野
）

大
川
　
二
豊
　
　（
82
　
上
深
江
）

＊
以
上
８
月
届
出
分（
敬
称
略
）

全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

　　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
世
帯

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
設
置
期
限
　

　
平
成
23
年
５
月
31
日

● 

設
置
場
所
　
全
て
の
寝
室
及
び
寝

室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合
は
階

段
● 

販
売
所
　
電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

　
ー
な
ど

●
価
格
　
概
ね
４
千
円
〜
５
千
円

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
注

意
！

　
最
近
、
電
話
や
訪
問
に
よ
る
斡
旋
・

販
売
を
行
う
業
者
が
あ
り
ま
す
が
、
町

や
消
防
署
が
特
定
の
業
者
に
斡
旋
販

売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、町
や
消

防
署
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　 

日
出
町
役
場
総
務
課
☎
73
‐
３
１

　
５
０
　
日
出
消
防
署
☎
72
‐
７
６

　
５
７

　将棋の普及を図ることを目的で、小中学
生王将戦を開催します。
■と　き　10月 30日（土）
　13時受付開始／ 13時 30分開始
■ところ　日出中央公民館
■参加費　無料
■申　込　当日申込
■問合先　☎ 72‐ 3130（岩尾）

小中学生王将戦の参加者募集
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株
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O
cto
b
er

二
の
丸
館
に「
甘
味
処
や
す
ら
ぎ
」オ
ー
プ
ン
！

自慢のオリジナルブレンドコーヒーを味わって！

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,612 （＋ 7） ＋ 49
　　　 男 13,677 （± 0） ＋ 12
　　　 女 14,935 （＋ 7） ＋ 37

世帯数 11,385 （＋ 6） ＋ 28

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 1）
（－ 4）
（＋ 1）
（－ 3）
（－ 6）
（＋ 18）

320
7,224
5,856
3,824
5,857
5,531

平成22年9月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　「
コ
ー
ヒ
ー
に
は
と
て
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」と
話

す
の
は
、「
甘
味
処
や
す
ら

ぎ
」の
尾
関
ム
ツ
子
さ
ん
。

生
豆
か
ら
自
家
焙
煎
し
、独

自
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
コ
ー

ヒ
ー
は
、苦
味
を
抑
え
た
ま

ろ
や
か
な
味
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。「
日
出
町
の
水

は
と
て
も
お
い
し
い
。コ
ー

ヒ
ー
に
も
よ
く
合
い
ま
す
」

と
話
す
ム
ツ
子
さ
ん
。ブ
レ

ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
も
優
勝
し
た
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　
16
年
前
に
別
府
か
ら
日
出
町
に
移
り
住
ん
だ
尾

関
さ
ん
夫
婦
。ゆ
っ
た
り
し
た
町
の
雰
囲
気
が
気

に
入
り
、い
つ
か
は
日
出
町
に
住
み
た
い
と
考
え

て
い
た
と
言
い
ま
す
。何
気
な
く
通
る
道
か
ら
の

景
色
や
家
か
ら
臨
む
別
府
湾
の
眺
望
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
以
前
は
、別
府
市
や
大
分
市
で
喫
茶
店
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。８
月
22
日
、30
年
ぶ
り
に
喫
茶
店
の

営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。「
22
日
は
夫
婦
の
日
、こ

れ
か
ら
も
夫
婦
２
人
で
仲
む
つ
ま
じ
く
や
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
が
あ
り
、こ
の
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　「
お
客
様
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て

い
ま
す
。疲
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
お
い
し
い
と

言
っ
て
く
れ
る
そ
の
一
言
が
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
」。少
し
ず
つ
常
連
客
も
増
え
て
き
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

　
新
聞
記
事
で
、た
ま
た
ま
二
の
丸
館
で
の
店
舗

募
集
記
事
を
見
か
け
た
ム
ツ
子
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま

で
の
16
年
間
、人
の
や
さ
し
さ
や
親

切
心
に
触
れ
、多
く
の
人
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。日
出
町
に
住
ん
で

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
度
は
自
分
が
恩
返
し
す
る
番

だ
と
思
い
、こ
こ
に
訪
れ
る
人
の
憩

い
の
場
と
な
れ
ば
い
い
な
と
、こ
こ

で
喫
茶
店
の
営
業
を
再
開
す
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
ほ
か
、ピ
ラ
フ
や
親
子
丼
、サ
ン
ド

イ
ッ
チ
な
ど
の
軽
食
、ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
や
せ
う
ま
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
。誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、値
段
も
安
く
抑
え
て
お
り
、自
慢

の
コ
ー
ヒ
ー
は
１
９
５
円
。こ
れ
か
ら
も「
ご
縁
」

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、す
べ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
の

金
額
下
１
桁
が
５
円
で
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、お
冷
に
は
ハ
ー
ブ
水
を
使
っ
て
い
る

の
も
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
。

　■ 

定
休
日
は
、月
曜
日（
月
曜
日
が
祭
日
の
場
合
は

火
曜
日
が
休
）営
業
時
間
は
10
時
〜
17
時
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

甘味処やすらぎ
尾関  　　恭さん（78）
　　  ムツ子さん（61） 夫妻

気軽にどうぞ !
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